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	1 取組の経緯・内容
議会BCPについて

・災害対策会議　8名で構成、正副議長、議運正副委員長、総務経済常任委員正副委員長、都市教育民生正副常任委員長　議長が統括する。協議事項、進行も議長。

（同委員会の行う事）

・所管する事項　議員の安否　議会として意思決定を行うに当たっての事前調整、市対策本部からの情報の収集及び議員への情報の提供

・執行機関や国県への要望提言

（以上）

・執行機関との関係と連携　
　災害に主体的に当たるのはあくまで執行機関。議会は議決機関としての役割が基本であり、その範囲で災害又は非常事態に対応しなければいけない。執行機関への配慮が必要である一方で議決機関としての適正な行動は、情報を早期に収集し、内容を精査し、評価分析することが必要不可欠。議員は市の災害対策本部棟に直接の連絡は行わず、市議会災害対策会議と情報の伝達と共有をする。）
議会活性化関連
・3月の常任委員会で調査事項の決定→9月議会で調査報告を受ける
・議会からの情報発信に特に力点を置いている（議会事務局）

・予算決算は常任委員会、委員長は副議長、副委員長は議運の委員長

・一般会計予算を委員会で付帯決議を本会議にあげる。決議によって団体意思の決定化を行い、予算化される際の市長から回答を求める事が出来る。

・提言によって廃止された事業もあり（老人生活用具）

・議員の自己評価表　議会検証評価特別委員会の設定
2 今後の課題
・実際の大災害時に機能するか。電源の問題もあり。
・訓練を実施していない。どれだけ議員が理解しているか。

3 本市に反映できると思われる点
・本市はBCPを特別委員会でつくるとしているが、議会としては補正予算を組ませる取り組みを重視すべき。BCPの作成を特別委員会として取り上げる課題となりえるとは考えられない。
・議会改革関連は、やる気になれば本市でも行える事。人事関係は別として
4 その他（感想、意見）



